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Abstract: The "empty container recycling box" (hereinafter referred to as "recycling box") at our u

niversity aims to collect resources.However, it has been thrown away with the cap on, or it has been

 thrown in with leftovers.To solve this problem, we created and installed a trash can that can separ

ate empty PET bottles and caps.

1  はじめに 

本校ではペットボトルとキャップの分別を促す活

動がされている。しかし、ペットボトルの回収箱に

キャップを分別する場所が無く、分別されないまま

回収されている。私たちはこの問題に着目し、「捨

てる際に分別を面倒だと感じさせないことでこャッ

プの分別を促せる」という仮説を立てた。 

2  提案方法 

研究発表 

3.1  方  法 

本研究では仕掛けを施した回収箱を本校１階の昇降

口近くに設置をした。理由は生徒の往来が多く、デー

タをとることができるからである。約１週間（１０日

間）設置し、検証を行った。放課後、定期的に状態を

確認し、回収箱本体に損傷した部分があればすぐに修

復することで、検証を中断することなく続けた。 

図１:  

図１は今回製作した回収箱である。キャップを捨て

る場所を設けるだけでなく、そこに目を向けてもらえ

るように捨てる穴を二つ作った。それぞれペットボト

ルを入れて二択のアンケートに参加することができる。

ごみ箱の中身は二つの箱をそれぞれ均等に重りで吊り

上げている。ペットボトルが入ることで左右別々に箱

が下がり、箱がより下がっている方が多く捨てられて

いると一目で分かる。 

 

 



3.2   検  証 

分別の効果を検証するため、前から設置してある回

収箱と私たちが制作した回収箱のペットボトルにどの

ぐらいキャップがついたまま捨ててあるのか、比較し

た。 

図２： 

検証前のペットボトルとついていたキャップの数 

 

図３： 

検証中のペットボトルとついていたキャップの数 

 

図２、図３の比較の結果、ペットボトルとキャップの

分別ができている割合が大きくなっていた。 

4  むすび 

この検証によってペットボトルとキャップの分別

を促すことができたと考えている。また、投票に差

があったことから面倒だと感じずに分別に参加して

くれたのではないかと考える。キャップが分別され

ていることで飲み残しが減ったことから飲み残しと

キャップの分別に関連性があるのではないかという

新たな発見もあった。しかし、検証期間が短かった

ことや、季節ごとで変化があるといった検証ができ

なかった。それを今後の課題として次の新たな活動

の指針として取り組んでもらいたい。 
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曜日 PET キャップ 飲み残し 備考

11月16日 火曜日 6本 1個 なし

11月17日 水曜日 13本 4個 なし

11月18日 木曜日 4本 0個 少量

11月19日 金曜日 4本 3個 僅かにあり

11月22日 月曜日 3本 0個 なし

11月24日 水曜日 4本 4個 少量

11月25日 木曜日 4本 1個 少量

11月26日 金曜日 2本 2個 なし 期末考査

11月29日 月曜日 0 0 なし 期末考査

11月30日 火曜日 0 0 なし 期末考査

12月1日 水曜日 0 0 なし 期末考査

12月2日 木曜日 0 0 なし 期末考査

12月3日 金曜日 0本 0個 なし

12月6日 月曜日 ８本 ６個 なし

12月7日 火曜日 ５本 ３個 少量

12月8日 水曜日 6本 ３個 少量

曜日 PET キャップ 飲み残し 備考

12月9日 木曜日 ３本 ０個 少量

12月10日 金曜日 ８本 １個 なし ２個回収

12月13日 月曜日 ５本 ０個 僅かにあり ３個回収

12月14日 火曜日 ０本 ０個 なし

12月15日 水曜日 ０本 ０個 なし

12月16日 木曜日 ０本 ０個 なし

12月17日 金曜日 ２本 ０個 なし

12月20日 月曜日 ６本 １個 なし ２個回収


